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ご入学・ご進級おめでとうございます。進路だよりは、新しい福祉事業所等の情報などの進路に関

する情報を掲載いたします。毎号ご一読いただけると幸いです。 

 

進路チームのメンバーを紹介します！ 

 

本校の地域連携グループ・進路チームは、例年通り、それぞれの学部・学年で進路についての情報

を集約する教員と、担任を持たず外部機関との調整等を行う進路担当とで構成されています。みんな

で力を合わせて、よりよい進路指導に繋げていきますので、よろしくお願いいたします！ 

 

☆小 学 部：小宮 正千子 前野 愛美 

☆中 学 部：山田 幸代  竹之内 ひとみ 

☆高 等 部：広瀬 和馬  本波 和展  諸見里 真智 

☆分 教 室：木村 春美 

☆進路担当：松浦 立   野田 亜沙美 望月 ふみか                               

☆グループリーダー：稲葉 真紀  

 

『進路指導の手引き』 について 

 

『進路指導の手引き』（令和５年度版）を配付いたしました。本校の進路

指導の基本方針や各学部での取り組みのポイント、相談窓口や関連機関の

紹介、制度等を掲載しておりますので、是非ご一読ください。 

事業所見学希望票の改訂を行いました。今後は、新しい希望票をご利用

ください。また、高等部３年間の予定も掲載しております。進路説明会や

進路個別面談の時期を確認してください。 

 
 

『事業所ハンドブック』 について 
 

『事業所ハンドブック』は、３年に一度の改訂となりますので、今年度も令和３年度版を正誤表と

あわせて高等部１年生対象に配付しました。また、高等部２・３年生には正誤表を配付いたしました。

事業所見学につきましては、高等部入学後からとなりますが、ハンドブックに関しましては、小・中

学部保護者の方へもご希望があれば配付いたしますので、担任を通してお知らせください。 

 ハンドブック掲載情報以外の新規事業所の情報や各事業所からのお知らせ等は、『進路だより』に

て情報を発信していきますので、見学や進路選択の参考にしていただけたらと思います。また、ハン

ドブック掲載外の事業所について見学等の希望があれば、お気軽に進路担当へお問い合わせください。 

 

 

 



 

福祉相談会について 
 

高等部３年生を対象に、５月８日（月）～１２日（金）の期間で福祉相談会を実施しました。福祉

相談会では、在住区のケースワーカーさんにご来校いただき、本人・保護者・担任と面談をしました。

面談では、ご本人の様子や卒業後の生活・進路希望、卒業後のサービス利用方法等について話をしま

した。今年度より、区によってはグループ形式での実施となりました。 

 卒業後は、学校に相談していたことは、主にケースワーカーさんや各区の相談支援事業所にするこ

とになります。ご本人が安心して充実した日々を過ごせるようにサポートしてくれる機関となります

が、基本的にはご自身・ご家族からの連絡が必要となります。在学中からサポート機関や相談機関を

知り、家庭以外での過ごし方や家庭以外の方との関りを増やしていくことが大切です。 

 

進路説明会ついて 
 

高等部保護者の方を対象に、順次進路説明会を実施しております。進路説明会では、学年にあわせ

た進路指導や進路の流れについて具体的にお話をしています。その中で、各学年共通でお話ししてい

ることが「就労準備性ピラミッド」を踏まえた身につけて欲しい力についてです。社会生活において

大切になってくるのは、生活の土台である生活習慣の確立です。基本的な生活習慣が整うことで、体

調や気持ちの安定につながり、長く健康で働いたり過ごしたりすることにもつながります。ただ、生

活習慣は一朝一夕で身につくものではありません。普段から健康管理や生活リズムの構築、対人関係、

体力等について学習したり意識して実践したりして、適切な習慣を身につけていきましょう。 

 

現場実習について 
 

高等部３年生は、これから現場実習が始まります。卒業後の進路を決めていくための実習となり、

実習期間は３日～１０日程度で実施します。学校を離れ、初めての場所で普段と違った通勤方法や経

路で普段とは違う時間、知らない方ばかりの中で過ごすため、始まる前は過度に緊張したり、不安に

思ったりする生徒は例年います。しかし、いざ実習が始まってみると職場に溶け込み、学校とは違っ

た表情を見せ、普段以上の力を発揮して、たくましく実習期間を過ごす生徒が多いと感じています。

進路先を決めるためには、学校・家庭生活といった日常の中で、多くのことを経験し学習し、自分の

得意なことやりたいこと好きなことを発見したり、苦手なことを知ったりすることも大切です。実習

や日常生活で、働いたり役割を果たしたりする機会を通して、自分自身でも進路を考えていかれると

いいです。 

 

 

 

 

 

 

小・中学部進路学習会について 

 

昨年好評をいただいた『進路学習会』を今年度は2学期に行う予定です。つきましては、学習会で

取り上げるテーマを募集しています。昨年度のアンケートでの今後取り上げてほしいこととしては、

「余暇支援情報」「障害特性について知りたいこと」「卒業後の進路に関すること」「進路に関する制

度について」等があがっていました。これに関わらず、テーマの希望がありましたら、連絡帳等で担

任にお知らせいただけますよう、よろしくお願いいたします。お待ちしております！ 


